
６
面
下
段
よ
り

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

本
条
例
は
賦
課
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
内
容
で
、
影
響
額
は

470
万
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

賦
課
限
度
額
の
上
限
引
き
上

げ
は
、
高
所
得
層
の
負
担
増
に

よ
り
中
間
所
得
層
の
負
担
に
配

慮
す
る
応
能
負
担
だ
と
の
話
も

あ
る
が
、
低
中
所
得
層
が
多
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
見
直
さ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
負
担
軽
減

に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
国
か
ら
の
通
知
で
は
、

市
町
村
に
お
い
て
、
保
険
料
賦

課
の
実
情
に
応
じ
て
、
引
き
上

げ
幅
や
時
期
を
判
断
す
る
こ
と

が
可
能
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

市
独
自
の
判
断
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税

を
更
に
引
き
下
げ
る
努
力
を
す

べ
き
で
あ
り
、
本
条
例
に
反
対

す
る
。

昭
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
可
決
と
す
る
委
員
長
報

告
に
つ
い
て

員
と
い
う
不
安
定
な
労
働
条
件

の
も
と
で
働
か
せ
よ
う
と
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

地
域
の
住
民
に
責
任
を
持
ち
、

寄
り
添
う
正
規
職
員
を
増
や
す

こ
と
こ
そ
信
頼
さ
れ
る
自
治
体

づ
く
り
で
、
人
事
政
策
は
そ
う

し
た
観
点
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
条
例
に
反
対
す
る
。

定
例
会
前
　

　

１
月
27
日
・
28
日　

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

　

２
月
10
日　

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
協
議
会

　
　
　

14
日　

厚
生
文
教
委
員
協
議
会

　
　
　

15
日　

建
設
環
境
委
員
協
議
会

　
　
　

16
日　

交
通
機
関
改
善
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
定
例
会

　

２
月
28
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議

　
３
月
２
日　

本
会
議

　
３
月
３
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議

　
　
　

４
日
・
７
日　

本
会
議

　
　
　

９
日
〜
11
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

16
日　

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
協
議
会

　
　
　

17
日　

厚
生
文
教
委
員
会
・
厚
生
文
教
委
員
協
議
会

　
　
　

22
日　

建
設
環
境
委
員
会
・
建
設
環
境
委
員
協
議
会

　
　
　

23
日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

28
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議
・
全
員
協
議
会

定
例
会
後

　

４
月
12
日　

議
会
運
営
委
員
会

会

議

の

開

催

状

況
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一 般 質 問
（ 要 旨 ）

桜を見ながらおしゃべり
（みほり広場）

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
で
の
呼
び
掛
け
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
市

内
で
の
感
染
状
況
、
年
代
別
感

染
状
況
、
重
症
者
数
や
死
亡
者

数
な
ど
も
併
せ
て
周
知
す
る
こ

と
に
よ
り
、
更
な
る

注
意
喚
起
を
求
め
て

い
く
考
え
は
。

答
弁　

市
の
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
、
感
染
症

の
状
況
を
的
確
に
捉
え
る
中
で
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
等
の
注
意

喚
起
に
努
め
て
き
た
。
重
症
者

数
、
死
亡
者
数
は
把
握
し
て
い

な
い
た
め
周
知
は
で
き
な
い
が
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
向

け
て
、
更
な
る
意
識
の
高
揚
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
。

質
問　

道
路
清
掃
に
つ
い
て
、

①
道
路
清
掃
車
に
よ
る
作
業
は
、

年
間
ど
の
程
度
行
わ
れ
、
ど
の

よ
う
な
道
路
形
態
に
適
用
す
る

の
か
。
②
道
路
清
掃
車
以
外
に

よ
る
清
掃
は
ど
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
て
い
る
の
か
。
③
敷
地

内
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
す
樹

木
や
雑
草
な
ど
は
、
所
有
者
や

管
理
者
が
適
切
に
管
理
す
べ
き

と
考
え
る
。
道
路
管
理
者
と
し

て
の
対
応
は
。
④
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
に
対
し
て
、
行

政
と
し
て
広
報
紙
な
ど
を
利
用

し
て
感
謝
の
意
を
伝
え
ら
れ
な

い
の
か
。

答
弁　

①
道
幅
が
広
く
、
街
路

樹
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
道
路
を

対
象
と
し
て
、
冬
か
ら
春
は
２

か
月
に
１
回
、
春
か

ら
秋
は
１
か
月
に
１

回
、
落
ち
葉
の
多
い

箇
所
や
時
期
は
１
か

月
に
２
回
実
施
し
て

い
る
。
②
バ
キ
ュ
ー

ム
車
等
に
よ
る
清
掃
や
台
風
等

の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。

③
道
路
状
況
に
応
じ
、
土
地
所

有
者
へ
せ
ん
定
や
除
草
を
依
頼

し
て
い
る
。
④
ア
ダ
プ
ト
制
度

を
導
入
し
て
お
り
、
５
年
以
上

活
動
し
て
い
る
登
録
団
体
に
は

感
謝
状
の
贈
呈
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
。

質
問　
障
害
者
支
援
に
つ
い
て
、

多
く
の
支
援
事
業
を
委
託
し
て

い
る
中
、
①
市
内
に
は
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
が
な
い
が
、

需
要
は
な
い
の
か
。
②
就
労
支

援
事
業
の
拡
充
に
向
け
、
地
域

開
拓
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
を
促
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
認
識
は
。

③
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
へ
の
予

算
が
増
額
さ
れ
た
が
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
月
平
均
17
人
の
方
が

市
外
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
に
通
所
し
て
お
り
、
一
定

の
需
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
②

就
労
希
望
者
の
積
極
的
な
掘
り

起
こ
し
と
企
業
側
に
障
害
者
雇

用
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
担
う
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
効
果
的

な
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。
③

近
年
の
発
達
障
害
に
対
す
る
認

知
の
社
会
的
な
広
が
り
や
、
保

護
者
の
就
労
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
で

推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　

10
歳
か
ら
25
歳
く
ら
い

ま
で
の
年
齢
層
を
指
す
Ｚ
世
代

を
意
識
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
①
Ｚ
世
代
は
気
候
変
動
な

ど
の
環
境
意
識
が
高
い
と
聞
く
。

環
境
に
対
す
る
今
ま
で
の
取
り

組
み
と
、
今
後
の
取
り
組
み
に

対
す
る
考
え
は
。
②
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
に
お
い
て
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
Ｔ

ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な
ど
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
使
い
分
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

①
地
球
環
境
へ
の
負
荷

を
積
極
的
に
減
ら
す
取
り
組
み

を
進
め
て
き
て
お
り
、
今
後
は
、

２
０
３
０
年
カ
ー
ボ
ン
ク
ォ
ー

タ
ー
を
目
標
と
し
、
公
共
施
設

の
照
明
や
街
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
庁
用
車

の
次
世
代
自
動
車
へ

の
切
り
替
え
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
②
世
代
に

応
じ
た
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
使
い
分
け
や
発
信
内
容
も

含
め
、
効
果
的
か
つ
戦
略
的
な

情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
域
社
会
の
持
続
的
な

成
長
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上

を
目
指
す
た
め
に
、
地
域
に
根

差
し
た
企
業
と
地
方
自
治
体
が

連
携
を
深
め
る
新
た
な
動
き
は
、

自
治
体
と
し
て
大
き
な
財
産
と

な
る
。
自
治
会
の
加
入
率
が
伸

び
悩
む
中
、
災
害
時
を
想
定
し

た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

企
業
と
の
連
携
を
強
力
に
推
し

進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
①
市
と
連

携
し
、
希
望
す
る
企

業
へ
災
害
用
の
備
蓄

物
資
購
入
の
費
用
助

成
を
行
う
考
え
は
。

②
緊
急
時
に
活
用
で
き
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
を
企
業
に
広
め
る
こ

と
で
、
市
内
の
安
心
・
安
全
を

更
に
高
め
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　

①
企
業
と
の
連
携
を
図

り
、
災
害
対
策
を
進
め
る
こ
と

は
有
効
で
あ
る
。
備
蓄
物
資
の

助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
く
。
②
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

助
成
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

企
業
と
の
協
働
や
連
携
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

可
能
と
な
る
の
か
引
き
続
き
検

討
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に

つ
い
て
、
①
子
ど
も
の
読
書
活

動
が
よ
り
豊
か
で
確
か
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
公
共
だ
か
ら
こ

そ
実
現
の
で
き
る
市
民
図
書
館

と
学
校
現
場
と
の
連
携
を
深
め
、

電
子
書
籍
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充

実
し
、
更
な
る
周
知
啓
発
に
努

め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
に
電
子
書
籍
を
活
用

す
る
考
え
は
。
②
朝
の
１
時
間

や
休
日
夜
の
数
時
間
を
働
く
世

代
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪

を
広
げ
る
取
り
組
み

を
行
う
考
え
は
。

答
弁　

①
学
校
と
緊

密
に
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
が

利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
と
活

用
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
に
努

め
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。
②
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
複
合
施
設

の
利
点
を
生
か
し
、
図
書
館
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

質
問　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

昭
島
の
実
現
に
向
け
て
、
①
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
外

出
が
困
難
な
人
へ
の

出
張
申
請
や
市
独
自

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
を
行
う
考

え
は
。
②
拝
島
団
地

の
住
民
か
ら
バ
ス
の

運
行
本
数
が
減
少
し
困
っ
て
い

る
と
聞
く
。
交
通
弱
者
や
買
物

弱
者
を
取
り
残
さ
な
い
た
め
、

団
地
内
の
自
治
会
等
か
ら
役
員

を
募
り
、
外
出
支
援
の
代
行
や

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
の
利
用
支
援

な
ど
を
行
う
自
治
会
、
住
民
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
、

市
と
し
て
支
援
す
る
考
え
は
。

③
災
害
発
生
時
に
、
や
さ
し
い

日
本
語
に
よ
る
情
報
提
供
は
重

要
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

①
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た

上
で
検
討
し
て
い
く
。
還
元
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

効
果
的
な
方
法
に
つ
い
て
多
角

的
に
研
究
し
て
い
く
。
②
住
民

の
要
望
や
自
治
会
の
実
情
を
聞

く
中
で
、
自
治
会
連
合
会
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
他
市
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
も
参
考
に
調
査・

研
究
し
て
い
く
。
③
他
の
自
治

体
の
導
入
事
例
な
ど
を
調
査
・

研
究
し
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
読
書
は
人
間
を
つ
く
り
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
も
の
と
考

え
る
が
、
読
書
力
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
①
通
帳
型
の

読
書
記
録
の
更
な
る
普
及
の
た

め
、
ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
本
の
し
お
り
を
読
書

の
記
録
数
に
応
じ
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
は
。
②
ア
キ
シ
マ
エ
ン

シ
ス
を
中
心
に
、
市
民
が
選
ぶ

図
書
館
大
賞
な
ど
、

読
書
の
魅
力
を
伝
え

る
市
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
考
え

は
。

答
弁　

①
一
定
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
可
能
と
な
る
の

か
、
指
定
管
理
者
と
連
携
を
図

る
中
で
検
討
し
て
い
く
。
②
タ

イ
ム
リ
ー
で
効
果
的
な
事
業
を

展
開
し
、
市
民
の
読
書
力
向
上

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

金
井 

悦
子  

議
員

企
業
と
自
治
体
が
目
指
す

地
域
の
調
和
社
会
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

馬
場 　

保  

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団 

吉
野 

智
之  

議
員

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

昭
島
の
実
現
に
向
け
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

小
林 

こ
う
じ  

議
員

障
害
者
支
援
に
つ
い
て
伺
う


